








要約:ホモシスチン尿症(HCU)の新しいマス・スクリーニング法として,乾燥濾紙血液中の

メチオニン(Met)を,L-Methionine γ-1yase(Met ・ Lyase)を用いて酵素的に測定する微量

ケイ光定量法(MFL)の開発を試みた。酵素反応により Met から遊離される NH3 を,0-

phthalaldehydo(OPA)と 2-mercapthoethanol(2ME)の中性域での特異ケイ光を利用して測

定する系につき,基礎的条件検討を行った。その結果,濾紙血液 Met のマイクロプレートレ

ベルでの定量が可能となり,さらに Met-Lyase が,ホモシステイン(HSH)に対しても活性を

有することから,抽出条件を選択することにより,Met と HSH の総量測定も可能であった。

HCU 患児 3 例(うち 2例は Met 上昇を示さなかった偽陰性例)の新生児スクリーニング時の

濾紙血液を回収し(Massachusetts State Institute より),本総量アッセイによって測定

した結果,全例,正常レベルから分離可能な上昇を示していた。今後の課題として，実際の

ルーチンスクリーニングヘの応用面での検討が残るが,本測定法の開発により,先天性代謝

異常症 4 項目のすべてにつき,マイクロプレート法によるスクリーニングが可能となるこ

とから,その有用性は大きいものと考えられる。


